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山
形
城
と
城
絵
図
の
基
礎
知
識

　
地
下
に
埋
も
れ
た
最
上
期
の
山
形
城　

今
か
ら
四
〇

〇
年
余
り
前
、
都
市
山
形
の
礎
を
築
い
た
の
は
室
町
時

代
に
出
羽
国
を
統
治
し
た

し　

ば

斯
波
氏
の
末
裔―

最
上
家
で

し
た
。
霞
城
公
園
の
東
大
手
門
を
入
る
と 

も
が
み 

よ
し
あ
き

最
上
義
光
の

騎
馬
像
が
あ
り
、
山
形
城
は
最
上
家
の
お
城
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
義
光
は
織
田
信
長
や
豊
臣

秀
吉
、
徳
川
家
康
ら
が
天
下
を
競
っ
た
時
代
に
生
き
た

戦
国
大
名
の
一
人
で
、
こ
の
時
に
山
形
城
は
近
世
城
郭

と
し
て
の
形
を
整
え
ま
し
た
。
三
重
の
水
堀
や
石
垣
、

瓦
葺
建
物
で
お
城
を
荘
厳
化
し
、
城
下
町
を
整
備
し
て

町
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
史
料
か
ら
文

禄
元
年
（
一
五
九
二
）
頃
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
上

家
が
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に

か
い
え
き

改
易※

１

と
な
り
、
そ

の
後
、
山
形
城
に
入
っ
た
の
は
譜
代
大
名
の
鳥
居
忠
政

で
し
た
。
現
在
見
る
山
形
城
の
堀
や
土
塁
、
城
門
等
の

骨
格
は
鳥
居
家
の
時
代
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
、
最

上
時
代
の
山
形
城
の
姿
は
長
く
謎
で
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
鳥
居
家
以
降
、

幕
末
ま
で
続
い
た
山
形
城
の
地
下
か
ら
最
上
期
の
堀
跡

や
御
殿
跡
、
屋
根
を
飾
っ
て
い
た
金
箔
瓦
な
ど
が
出
土

し
、
徐
々
に
往
時
の
お
城
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

発
掘
資
料
は
断
片
的
で
す
が
、
今
は
見
ら
れ
な
い
最
上

期
山
形
城
を
知
る
も
の
に
「
城
絵
図※

２

」
が
あ
り
ま
す
。

絵
図
に
は
お
城
の
縄
張
り※

３

を
特
徴
付
け
る
堀
や
土
塁
、

門
、
城
下
町
の
街
路
や
屋
敷
、
河
川
や
水
路
な
ど
豊
富

な
図
像
情
報
が
描
か
れ
ま
す
。
ま
た
侍
町
や
足
軽
町
、

町
人
町
と
い
っ
た
居
住
区
分
や
、
侍
名
、
寺
社
名
な
ど

豊
富
な
文
字
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
最
上
期
の
山
形
城
と
城
下
町
を
復
元
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
「
城
絵
図
」
の
世
界
を
皆
さ
ん
に
紹

介
す
る
た
め
に
編
集
し
ま
し
た
。
山
形
城
絵
図
の
研
究

は
長
い
蓄
積
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
絵
図

を
一
覧
で
き
る
写
真
や
難
解
な
く
ず
し
字
を
翻
刻
し
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
城
絵
図
が
研

究
資
料
と
し
て
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
所
有
者
の
協

力
を
得
て
、
オ
ル
ソ
画
像
注
４

と
ト
レ
ー
ス
図
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
簡
単
な
解
説
を
加
え
て
編
集
し
た
の

が
本
書
で
す
。
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
方
は
巻
末
に
参

考
文
献
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
書
で
取
り
上
げ
る
山
形
城
絵
図　

最
上
期
の
山
形

城
と
城
下
の
景
観
を
描
く
絵
図
は
三
〇
点
余
り
知
ら
れ

て
い
ま
す
（『
図
録
山
形
県
城
郭
古
絵
図
展
』
財
団
法

人
最
上
義
光
歴
史
館
、
一
九
九
〇
年
）。
本
書
で
は
こ

の
中
か
ら
三
点
と
最
上
家
改
易
後
の
景
観
を
描
く
も
の

一
点
を
掲
載
し
ま
し
た
。

１
「
最
上
山
形
之
図
」
宮
城
県
図
書
館
蔵
（
涌
谷
亘
理

　

家
本
Ⅰ
）

２
「
出
羽
国
村
山
郡
山
形
往
古
城
図
」
個
人
蔵
（
伊
藤
本
）

３
「
最
上
家
在
城
諸
家
中
町
割
図
」
山
形
県
立
図
書
館
蔵

　
（
藤
原
守
春
本
）

４
「
出
羽
国
最
上
山
形
城
絵
図
」
国
立
公
文
書
館
蔵

　
（
正
保
城
絵
図
）

　

こ
の
ほ
か
２
の
関
連
資
料
と
し
て
「
羽
陽
山
形
城
郭

準
縄
幷
家
中
分
野
」
致
道
博
物
館
蔵
（
致
道
館
本
）
と

通
称
「
秋
元
本
」
個
人
蔵
の
二
点
の
オ
ル
ソ
画
像
を
掲

載
し
ま
し
た
。

　

各
絵
図
に
は
史
料
名
（
標
題
）
と
山
形
県
立
博
物
館

友
の
会
『
私
た
ち
の
た
か
ら
も
の―

山
形
城
下
絵
図
』

（
二
〇
一
三
年
）
で
使
わ
れ
た
名
称
を
併
記
し
ま
し
た
。

　
城
絵
図
の
種
類
と
年
代　

城
絵
図
は
江
戸
時
代
以
降
、

様
々
な
目
的
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
最
上
義
光
が
亡
く

な
っ
た
翌
年
に
年
号
は
元
和
と
改
ま
り
、
幕
府
は
諸
大

名
を
統
制
す
る
目
的
で
武
家
諸
法
度
を
定
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
お
城
の
新
造
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
石
垣

等
の
修
理
の
際
に
は
届
け
出
と
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
の
お
城
で
は
こ
の
「
城
郭
修
補
願
絵
図
」

の
控
図
、
下
図
が
伝
来
し
、
詳
し
い
縄
張
り
が
分
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）

に
幕
府
が
全
国
の
大
名
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た
「
正
保

城
絵
図
」
の
正
本
（

き
よ清

絵
図
）、
控
図
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
幕
用
図
」
と
言
わ
れ
、
記
載
内
容

の
信
頼
性
が
高
い
資
料
と
い
え
ま
す
。
本
書
で
は
一
七

世
紀
半
ば
の
山
形
城
の
確
実
な
姿
を
描
く
も
の
と
し

て
「
正
保
城
絵
図
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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16
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ノ
丸
は
侍
屋
敷
と
な
り
、
足
軽
や
町
人
、
寺
社
は
城
外

に
出
さ
れ
ま
し
た
。
居
住
地
が
身
分
に
よ
り
城
の
内
外

で
区
分
さ
れ
た
格
好
で
す
。
前
者
で
は
羽
州
街
道
は
総

構
え
の
中
を
通
っ
て
い
ま
す
が
、
後
者
で
は
そ
の
外
に

付
け
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
街
路
は
共
通
点
が

多
く
、
近
い
時
期
の
も
の
と
み
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

総
構
え
（
三
ノ
丸
）
の
城
門
の
数
は
前
者
で
は
一
〇
、

後
者
で
は
一
一
に
増
え
て
い
ま
す
。
城
門
（

こ

ぐ

ち

虎
口
と
も

い
う
）
の
四
角
い
「

ま
す
が
た

枡
形
」
に
注
目
す
る
と
、
涌
谷
亘

理
家
本
Ⅰ
等
は
塁
線
（
堀
）
の
外
側
に
飛
び
出
し
、
正

保
城
絵
図
だ
け
が
内
側
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
専
門
用
語
で
外
枡
形
、
内
枡
形
と
い
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
お
城
の
縄
張
り
は
涌
谷
亘
理
家
本

Ⅰ
と
伊
藤
本
が
似
て
い
て
、
正
保
城
絵
図
と
は
大
き
く

違
っ
て
い
ま
す
。
藤
原
守
春
本
は
両
方
の
要
素
を
併
せ

持
つ
絵
図
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

次
に
文
字
情
報
を
見
て
い
き
ま
す
。
涌
谷
亘
理
家
本

Ⅰ
は
文
字
が
少
な
め
で
す
が
、
伊
藤
本
と
町
名
、
小
路

名
、
寺
名
等
が
共
通
し
ま
す
。
た
だ
し
、
伊
藤
本
で
は

龍
門
寺
と
法
性
寺
（
法
祥
寺
）
を
城
内
に
置
い
て
い
る

点
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

藤
原
守
春
本
と
正
保
城
絵
図
は
街
路
や
町
割
り
が
似

て
お
り
、
と
も
に
道
路
の
長
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
者
は
「
間
」、
後
者
は
「
町
・
間
」
で
表
記
さ
れ
、
寸

法
も
微
妙
に
違
い
ま
す
。
両
者
の
大
き
な
違
い
は
屋
敷

名
や
寺
社
名
で
す
。
藤
原
守
春
本
に
は
広
い
敷
地
を
持

つ
最
上
家
の
重
臣
屋
敷
や

ば
い
し
ん

陪
臣※

６

の
住
む
下
屋
敷
が
い

く
つ
も
あ
り
、
三
ノ
丸
内
に
最
上
家
始
祖
を
祀
る
光
明

寺
や
宝
憧
寺
、
勝
因
寺
と
い
っ
た
有
力
寺
院
を
置
い
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
寺
院
は
三
ノ
丸
外
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
手
門
（
七
日
町
口
）
を
出
た
所
に
は
義
光
が

自
ら
の
菩
提
寺
と
し
て
創
建
し
た
光
禅
寺
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
の
ち
に
鳥
居
忠
政
が
入
る
と
長
源
寺
（
鳥
居
家

菩
提
寺
）
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
正
保
城
絵
図
で
は
そ

れ
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
原
守
春
本
に
は
道
路
上
に
町
名
を
朱
書
き
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
に
「
今
□
□
」
町
と
い
う
表
記
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
最
上
期
の
町
割
り
に
筆
写
当
時

の
町
名
を
書
き
入
れ
た
と
み
ら
れ
、
絵
図
の
成
立
年
代

を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
他
、
各
絵
図
は
彩
色
や
墨
線
の
引
き
方
、
本
紙
・

裏
打
ち
紙
の
貼
り
方
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
っ
て

興
味
が
持
た
れ
ま
す
。

　
藤
原
守
春
本
は
徳
川
期
の
最
上
山
形
城
図
か　
最
上

家
は
秀
吉
政
権
の
時
代
と
、
関
ケ
原
後
に
徳
川
政
権
の

大
名
と
な
っ
て
か
ら
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

領
地
は
村
山
、
最
上
に
新
た
に
庄
内
、
秋
田
由
利
地
方

等
を
加
え
た
こ
と
で
、
石
高
（
出
羽
五
七
万
石
）、
家
臣

数
は
倍
増
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
城
下
町
も
拡

張
整
備
さ
れ
た
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

藤
原
守
春
本
は
「
最
上
家
在
城
諸
家
中
町
割
図
」
と

い
う
標
題
が
示
す
通
り
、
最
上
期
の
城
下
を
描
く
こ
と

を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
で
す
。
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ

や
伊
藤
本
（
秋
元
本
・
致
道
館
本
）
と
正
保
城
絵
図
の

中
間
的
内
容
を
持
つ
本
絵
図
を
、
江
戸
幕
府
下
に
お
け

る
山
形
城
拡
張
の
姿
と
捉
え
、
改
易
直
前
の
姿
と
み
る

意
見
が
通
説
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
書
で
は
細
か
く
論
じ
る
紙
幅
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

最
後
に
通
説
と
は
異
な
る
解
釈
を
示
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
書
を
利
用
し
て
最
上
期
の
山
形
城
研
究
が

さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（

北
野
博
司
）

※

１　

縄
張
り
：
お
城
の
設
計
や
構
造
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

※

２　

改
易
：
俗
に
お
取
り
つ
ぶ
し
と
も
い
う
。
大
名
か
ら
領
地
、

　

家
臣
、
家
屋
敷
等
を
没
収
し
て
無
力
化
さ
せ
る
こ
と
。
最
上
家
は

　

そ
の
後
、
近
江
大
森
一
万
石
に
所
替
え
と
な
り
、
義
俊
が
亡
く
な

　

る
と
五
〇
〇
〇
石
の
旗
本
と
な
っ
て
幕
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。

※

３　

城
絵
図
：
城
郭
に
関
す
る
絵
図
は
目
的
に
応
じ
て
お
城
の
主

　

要
部
の
み
を
描
い
た
「
城
絵
図
（
全
体
図
・
部
分
図
）」
と
城
下
町

　

全
体
を
描
い
た
「
城
下
絵
図
」
が
あ
り
ま
す
。
本
書
で
取
り
上
げ

　

る
絵
図
は
城
下
絵
図
に
属
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
両
者
を

　

合
わ
せ
て
「
城
絵
図
」
と
し
て
記
述
し
て
い
き
ま
す
。

※

４　

オ
ル
ソ
画
像
：
全
体
を
真
上
か
ら
見
た
正
射
投
影
画
像
。

　

周
辺
部
に
歪
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

５　

総
構
え
：
お
城
の
外
郭
の
土
塁
と
堀
、
ま
た
は
そ
れ
に
囲

　

ま
れ
た
内
部
の
こ
と
を
い
う
。「
総
堀
」
と
も
い
う
。

※

６　

陪
臣
：
大
名
の
家
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
侍
。
大
名
直
属

　

の
侍
は

じ
き
し
ん

直
臣
と
い
う
。

　

城
絵
図
に
は
ほ
か
に
藩
の
普
請
会
所
（
土
木
）
や
作

事
所
（
建
築
）
で
作
成
さ
れ
た
「
藩
用
図
」
が
あ
り
ま

す
（
山
形
で
は
秋
元
家
御
大
工
粕
川
家
史
料
な
ど
）。

さ
ら
に
こ
れ
ら
公
用
絵
図
の
情
報
を
も
と
に
個
人
が

様
々
な
目
的
で
書
写
し
た
「
私
用
図
」
が
あ
り
ま
す
。 

   

古
く
は
一
七
世
紀
中
葉
〜
末
に
軍
学
者
ら
が
縄
張
り

研
究
の
た
め
に
書
写
し
た
絵
図
（『
主
図
合
結
記
』、『
諸

国
居
城
之
図
』）
が
全
国
に
流
布
し
ま
し
た
。
軍
学
系

の
絵
図
は
縄
張
り
を
強
調
す
る
た
め
土
塁
や
櫓
を
黒
塗

り
で
描
く
の
を
特
徴
と
し
ま
す
。
正
保
城
絵
図
や
城
郭

修
補
願
絵
図
は
幕
府
が
図
式
を
定
め
て
お
り
、
共
通
し

た
様
式
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
絵
図
は
一
九
世
紀
以
降
、
有
力
町
人
や
学
者
、
元

藩
士
ら
の
手
に
よ
っ
て
筆
写
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
絵

図
は
過
去
を
追
慕
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の

所
持
が
民
衆
や
寺
院
ら
に
と
っ
て
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
っ

た
か
ら
で
す
。
地
元
に
伝
わ
る
三
〇
点
余
り
の
最
上
期

山
形
城
絵
図
の
存
在
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

城
絵
図
を
読
み
解
く
に
は
作
成
目
的
と
年
代
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
年
代
に
は
「
景
観
年
代
」
と
「
書

写
年
代
」
が
あ
り
、
絵
図
に
描
か
れ
た
景
観
は
必
ず
し

も
書
写
さ
れ
た
年
代
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。
絵
図
は「
図

像
情
報
」
と
「
文
字
情
報
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
私

用
図
で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
年
代
の
も
の
を
合
成
し
た

り
、
図
像
を
編
集
し
て
創
作
す
る
例
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
作
成
目
的
が
は
っ
き
り
し
た
公
用
図
以
外
で
は

注
意
が
必
要
で
す
。
現
存
す
る
最
上
期
山
形
城
絵
図
で

書
写
年
代
が
判
明
す
る
も
の
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
後

期
以
降
に
な
り
ま
す
。

　
絵
図
の
見
方―

図
像
情
報
と
文
字
情
報　
絵
図
の
図

像
情
報
に
は
地
上
に
露
出
す
る
お
城
の
堀
や
土
塁
、
街

路
等
の
人
工
物
と
自
然
景
観
が
あ
り
ま
す
。
文
字
情
報

に
は
標
題
や
筆
写
者
名
、
図
像
説
明
、
添
書
き
等
が
あ

り
ま
す
。
本
書
に
掲
載
し
た
四
枚
の
絵
図
を
こ
の
二
つ

の
視
点
か
ら
比
較
し
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
各
絵
図
の
図
像
情
報
を
見
る
と
、
城
下
の
み

を
描
い
た
絵
図
と
河
川
や
山
々
、
在
郷
の
村
や
田
畑
ま

で
描
い
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
に
は

「
白
川
（
現
在
の
馬
見
ヶ
崎
川
）」
と
「
江
川
（
八
ケ
郷

堰
）」、「
す
川
（
須
川
）」、「
最
上
川
」
の
四
本
の
河
川

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
白
川
は
正
保
城
絵
図
で
は
羽
州

街
道
と
交
わ
る
場
所
で
「
歩
渡
四
十
間
」（
約
七
〇
メ
ー

ト
ル
）
も
あ
る
大
き
な
川
で
し
た
。
白
川
の
支
流
で
あ

る
江
川
は
正
保
城
絵
図
で
は
幅
「
八
間
」、
涌
谷
亘
理

家
本
Ⅰ
で
は
一
部
「
か
わ
ら
」
と
あ
り
ま
す
。
往
時
は

幅
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
自
然
河
川
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
大
雨
の
際
、
二
つ
の
河
川
流
域
は
水
害
に

悩
ま
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
正
保
城
絵
図
に

は
こ
れ
と
は
別
に
白
川
か
ら
取
水
す
る
二
本
の
水
路
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
三
ノ
丸
を
東
か
ら
西
へ
貫
流
し
て

お
り
、「
山
形
五
堰
」
の

ご
て
ん
ぜ
き

御
殿
堰
と

さ
さ
ぜ
き

笹
堰
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

正
保
城
絵
図
で
「
千
年
山
（

ち
と
せ
や
ま

千
歳
山
）」
が
描
か
れ
、

山
の
高
さ
や
本
丸
ま
で
の
距
離
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

幕
府
は
正
保
年
間
に
諸
大
名
に
城
絵
図
等
の
提
出
を
求

め
、
城
の
防
御
情
報
だ
け
で
な
く
、
川
幅
や
城
よ
り
高

い
所
が
あ
れ
ば
書
く
よ
う
に
細
か
な
指
示
を
与
え
て
い

た
の
で
す
。

　

道
路
で
は
城
下
町
を
南
か
ら
北
に
抜
け
る
羽
州
街
道
、

お
城
か
ら
東
に
向
か
う
仙
台
街
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
図
に
よ
っ
て
道
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
て
、
前
者
は

涌
谷
亘
理
本
と
伊
藤
本
が
、
藤
原
守
春
本
と
正
保
城
絵

図
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
位
置
に
あ
り
ま
す
。
後
者
は
正
保

城
絵
図
の
み
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
お
城
の
縄
張
り
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
山
形

城
は
三
重
の
堀
（
水
堀
）
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
日
本
を

代
表
す
る
輪
郭
式
の
平
城
で
す
。
中
心
に
は
大
名
が
居

住
す
る
本
丸
、
そ
の
外
側
に
は
蔵
や
重
臣
屋
敷
等
が
置

か
れ
た
二
ノ
丸
が
あ
り
ま
し
た
。
本
丸
・
二
ノ
丸
の
姿

を
比
べ
る
と
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
と
伊
藤
本
、
藤
原
守
春

本
の
三
つ
が
似
て
い
て
、
正
保
城
絵
図
だ
け
が
違
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
前
者
は
二
ノ
丸
の
南
東
部
の
土
塁
・

堀
が
曲
線
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

最
上
期
に
は
外
郭
の
堀
と
土
塁
（

そ
う
が
ま

総
構
え※

５

）
の
内

側
に
、侍
と
下
級
武
士
で
あ
る
足
軽
、町
人
ら
が
ブ
ロ
ッ

ク
を
分
け
て
一
緒
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
涌
谷
亘
理
家

本
Ⅰ
と
伊
藤
本
に
描
か
れ
た
姿
で
す
。
し
か
し
、
藤
原

守
春
本
と
最
上
家
改
易
後
の
正
保
城
絵
図
で
は
こ
こ
三
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花
寺
」「
せ
い
か
ん
し
（
誓
願
寺
）」
ほ
か
三
寺
、
総
構

え
の
外
に
は「
龍
門
寺
」「
法
性
寺（
法
祥
寺
）」「
光
禅
寺
」

ほ
か
三
寺
、「
両
所
之
宮
」
が
あ
り
ま
す
。
内
外
を
問

わ
ず
重
要
な
寺
社
に
つ
い
て
は
そ
の
所
在
を
明
示
し
て

い
ま
す
。

　

本
絵
図
で
は
在
郷
の
村
々
や
道
の
名
前
を
書
い
て
い

ま
す
。
村
は
「
長
崎
」「
若
木
」「
山
辺
」「
は
せ
た
う
（
長

谷
堂
）」、
道
は
「
川
西
通
」「
い
も
川
（
五
百
川
）
通
」

「
小
瀧
口
下
長
井
通
」「
山
寺
道
」
が
あ
り
ま
す
。
総
構

え
の
城
門
か
ら
村
ま
で
の
距
離
は
「
里
」
単
位
で
記
載

さ
れ
、
数
値
は
十
里
、
弐
十
里
と
ア
バ
ウ
ト
で
す
が
、

こ
こ
で
は
一
里
が
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
表
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
（
齋
藤
二
〇
二
〇
）。
江
戸

初
期
に
幕
府
が
定
め
た
一
里
は
約
四
．〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
こ
れ
と
比
べ
る
と
か
な
り
短
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
距
離
に
つ
い
て
は
古
い
表
記
法
に
し
た
が
っ

て
書
か
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　

本
絵
図
の
景
観
年
代
を
示
す
図
像
や
文
字
情
報
は
伊

藤
本
等
と
と
も
に
最
上
期
に
遡
る
内
容
を
持
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
書
写
年
代
の
推
定
に
は
縄
張
り
表
現
や

彩
色
法
を
含
め
、
別
途
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
北
野
博
司
）

端裏標題

１
「
最
上
山
形
之
図
」
宮
城
県
図
書
館
蔵

（
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
）

　　

 

わ
く
や　

わ
た
り　

涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
は
伊
達
家
の
一
門
で
あ
る
涌
谷
亘

理
家
（
涌
谷
伊
達
家
）
に
伝
来
し
た
絵
図
で
す
。
特
筆

さ
れ
る
の
は
、
山
形
城
下
の
外
に
広
が
る
自
然
景
観
を

描
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
周
囲
を
「
白
川
（
馬
見
ヶ

崎
川
）」、「
江
川
（
八
ケ
郷
堰
）」、「
す
川
（
須
川
）」、「
最

上
川
」
の
四
つ
の
河
川
と
山
々
が
取
り
囲
み
、
東
に
は

「
千
年
山
（
千
歳
山
）」、
西
に
は
「
戸
神
山
」、「
陳
山
」

の
表
記
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、城
下
か
ら
山
麓
の
村
々

に
至
る
道
、
脇
街
道
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
正
保
年
間

に
城
絵
図
と
と
も
に
作
成
さ
れ
た
国
絵
図
で
は
郷
村
を

丸
で
囲
み
、
そ
の
間
の
道
を
朱
線
で
結
ん
で
い
ま
す
。

図
様
と
し
て
は
国
絵
図
と
似
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

城
の
縄
張
り
は
、
土
塁
を
黒
太
線
、
堀
を
水
色
で
表

し
ま
す
。
本
丸
の
四
辺
に
は
四
つ
の
門
が
あ
り
、
南
門

の
土
塁
だ
け
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
伊
藤
本
で
は
こ

こ
を
「
埋
門
」（
木
橋
か
）
と
し
て
い
ま
す
。
北
門
は
「
土

橋
」、
東
門
は
「
橋
」（
木
橋
か
）
と
書
き
分
け
て
い
ま

す
。
二
ノ
丸
は
北
側
に
二
つ
の
門
が
あ
っ
て
、
縄
張
り

は
伊
藤
本
等
と
類
似
し
ま
す
。
総
構
え
の
土
塁
に
は
一

〇
箇
所
の
門
が
あ
り
、
北
辺
の
三
つ
は
内
枡
形
、
そ
の

他
は
外
枡
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
羽
州
街
道
は
南
の「
上

山
口
」
か
ら
入
り
、
総
構
え
内
の
八
日
町
、
七
日
町
、

旅
籠
町
を
通
っ
て
北
へ
抜
け
て
い
ま
す
。

　

彩
色
は
墨
を
含
め
五
色
で
、
河
川
・
堀
を
水
色
、
土

塁
を
黒
色
、
街
路
を
黄
色
、
山
を
緑
（
濃
淡
）
で
塗
り
、

在
郷
道
等
は
赤
で
線
描
き
し
て
い
ま
す
。
街
路
の
線
描

は
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
す
が
、
細
く
丁
寧
で
す
。

　

文
字
情
報
で
は
、
本
丸
に
「
山
形
本
丸
」
と
あ
り
、

敬
称
の
「
御
」
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
幕
府
か

ら
派
遣
さ
れ
る
目
付
に
は
「
御
」
を
付
け
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
伊
藤
本
も
本
丸
は
「
山
形
本
丸
」
と
表
記
し

て
お
り
、
両
者
の
類
縁
性
が
見
て
と

れ
ま
す
。
二
ノ
丸
に
は
重
臣
屋
敷
の

ほ
か
、
蔵
や
役
所
、
作
事
小
屋
、
馬
屋
、

鷹
の
飼
育
小
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

総
構
え
の
街
路
に
は
町
名
や
小
路

名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
は
伊
藤
本
や
致
道
館
本
と
共
通
す

る
名
称
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

屋
敷
名
で
は
上
級
家
臣
の
「
侍
屋

敷
」
と
中
下
級
の
「
侍
町
」
を
書
き

分
け
て
い
ま
す
。
総
構
え
の
内
に
は

「
足
カ
ル
町
」「
十
日
町
」「
八
日
町
」「
七

日
町
」「
大
工
町
」「
旅
籠
町
」「
ふ
つ

は
り
（
吹
張
）
町
」「
え
と
う
町
」「
鷹

師
町
」「
肴
町
」「
も
ち
ひ
へ
」「
け
い

た
う
」「
小
人
上
町
」「
さ
く
ら
か
う

し
（
桜
小
路
）」「
ウ
ラ
カ
ウ
シ
（
裏

小
路
）」、総
構
え
の
外
に
は
「
宮
か
う
じ
（
小
路
）」「
小

人
町
」「
鉄
砲
町
」「
伊
賀
町
」「
か
ち
（
鍛
冶
）
町
」

が
あ
り
ま
す
。「
小
人
」
は
武
家
に
奉
公
す
る
「
小
者
」

を
指
す
と
み
ら
れ
ま
す
。
町
人
（
商
人
・
職
人
）
は
街

道
沿
い
に
配
置
さ
れ
、
侍
、
足
軽
、
小
者
ら
と
そ
れ
ぞ

れ
ブ
ロ
ッ
ク
を
分
け
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
混
在

し
て
い
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

　

寺
社
で
は
総
構
え
内
に
「
光
明
寺
」「
宝
憧
寺
」「
法

敷
屋
侍

敷
屋
侍

敷
屋
侍

敷
屋
侍

「最上山形之図」宮城県図書館蔵　南北109cm×東西 114 cm「最上山形之図」トレース図



07 06

２
「
出
羽
国
村
山
郡
山
形
往
古
城
図
」
個
人
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
本
）

　
本
項
で
は
伊
藤
本
を
中
心
に
解
説
し
、
類
本
で
あ
る

秋
元
本
、
致
道
館
本
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

伊
藤
本
は
総
構
え
内
を
描
い
た
城
下
絵
図
で
東
が
上

に
な
っ
て
い
ま
す
。
南
東
隅
に
標
題
「
東
山
道
八
箇
国

之
内　

出
羽
国
村
山
郡
山
形
往
古
城
図
」
が
掲
げ
ら
れ
、

下
に
「
最
上
郷
金
井
庄
」
と
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
北

西
隅
に
は
絵
図
の
来
歴
が
分
か
る
書
き
入
れ
が
あ
り
ま

す
。
六
日
町
の

け
ん
だ
ん

検
断
（
町
方
支
配
）
を
務
め
た
工
藤
喜

兵
衛
の
署
名
の
脇
に
、
こ
の
図
面
は
菅
野
與
四
郎
が
旅

籠
町
後
藤
氏
か
ら
借
り
受
け
、
伊
藤
太
兵
衛
が
写
し
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
後
期
に
町
人
が
城
絵
図
を

所
持
し
、
有
力
町
人
ら
の
手
に
筆
写
が
重
ね
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
北
東
隅
に
は
文
化
七
年（
一

八
一
〇
）
と
書
写
年
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
南
西
隅
に
お
城
の
規
模
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
本
丸
の
四
周
が
四
六
五
間
、
二
ノ
丸
が
九
五
五
間
、

総
堀
（
総
構
え
）
が
三
三
二
七
間
と
あ
り
ま
す
。
秋
元

本
も
同
様
で
す
が
、
致
道
館
本
は
「
本
城
、
二
之
郭
、

三
之
郭
」
と
表
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郭
の
東
西
、
南
北

の
長
さ
も
書
い
て
い
る
点
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
藤
本
の
三
重
の
土
塁
と
堀
で
囲
ま
れ
た
城
の
縄
張

り
は
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
本
丸
の

四
方
に
は
城
門
が
あ
り
、
北
は
「
土
橋
」、
東
は
「
橋
」、

南
は

　

う
ず
み
も
ん

「
埋
門
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
南
門
は
黒
線
が

細
く
つ
な
が
っ
て
お
り
、
土
塁
を
く
ぐ
る
埋
門
の
形
式

に
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
本
丸
の
西
側
に
は
出

廓
が
あ
り
、
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
で
は
こ
の
部
分
を
「
蔵
」

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　

二
ノ
丸
の
城
門
は
北
に
二
か
所
、
東
・
南
・
西
に
各

一
か
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
外
枡
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
ノ
丸
に
は
十
か
所
の
城
門
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
北
の

三
か
所
は
内
枡
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
名
称
は
東
か
ら

南
へ「
関
根
口
」「
野
山
江
之
道
口
」「
成
沢
口
」「
上
山
口
」

「
畑
谷
口
」
と
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
は
表
記
が
あ
り

ま
せ
ん
。
屋
敷
数
（
寺
社
等

含
む
）
は
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸

合
わ
せ
て
四
三
八
で
す
。

　

羽
州
街
道
は
「
上
山
口
」

か
ら
城
内
へ
入
り
、
八
日
町
、

よ
こ
町
、
七
日
町
、
は
だ
こ

（
旅
籠
）
町
を
通
り
北
へ
抜

け
て
い
ま
す
。
涌
谷
亘
理
家

本
Ⅰ
や
類
本
と
同
様
で
、
三

ノ
丸
外
を
通
る
藤
原
守
春
本

や
正
保
城
絵
図
と
は
異
な
っ

て
い
ま
す
。

　

伊
藤
本
の
彩
色
に
は
五
色

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
塁

は
黒
色
、
堀
は
う
す
茶
色
、
道
路
は
黄
（
土
）
色
で
塗

ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
地
で
は
寺
社
を
赤
（
朱
）
色
、

町
屋
を
桃
色
の
太
線
で
囲
み
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
本
と
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
は
共
通
点
が
多
い
も
の

の
、違
い
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
「
法
祥
寺
」
と
「
龍

門
寺
」
の
位
置
で
す
。
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
で
は
総
構
え

の
外
の
東
と
北
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
伊
藤
本
等
で

は
二
寺
は
総
構
え
の
内
に
あ
り
、
東
と
北
の
土
塁
に
沿

う
よ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
最
上
家
に

ゆ
か
り
縁
の
あ
る
二

寺
を
城
下
に
取
り
込
ん
だ
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

 

 

 

「出羽国村山郡山形往古城図」個人蔵　南北101.0cm×東西 89.5 cm

「出羽国村山郡山形往古城図」トレース図
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五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
料
紙
を
三×

三
、
計
九
枚
を

貼
り
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
貼
り
合
わ
せ
方
向
は
規
則
的

で
は
が
さ
れ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
光
明

寺
の
一
角
は
一
旦
切
り
取
ら
れ
、
裏
か
ら
別
の
切
り
紙

を
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
筆
写
時
に
部
分
的
な
修
正
が

行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
裏
打
紙
は
三
二
．
八×

二
三
．

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
料
紙
を
切
り
取
っ
て
横
に
貼
り

合
わ
せ
て
い
ま
す
。
元
は
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
紙
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

＊

三
枚
の
絵
図
を
比
較
す
る

　
伊
藤
本
、
秋
元
本
、
致
道
館
本
は
総
構
え
内
の
み
を

描
く
似
た
図
様
の
絵
図
で
す
。
し
か
し
、
比
較
し
て
み

る
と
細
か
な
違
い
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。
そ
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
図
像
情
報
で
目
に
付
く
の
は
、
十
日
町
か
ら
横

町
付
近
に
あ
る
土
塁
（
黒
い
太
線
）
で
す
。
伊
藤
本
で

は
町
屋
背
後
の
Ｌ
字
形
の
も
の
と
横
町
を
横
断
す
る
も

の
が
あ
り
、
後
者
の
方
が
太
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

致
道
館
本
で
は
前
者
は
描
か
れ
ず
、
後
者
の
土
塁
の
み

と
な
っ
て
い

ま
す
。
秋
元

本
で
は
土
塁

は
ま
っ
た
く

描
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
初

期
山
形
城
の

姿
を
垣
間
見

る
注
目
す
べ

き
遺
構
で
す
。

　

次
に
文
字

情
報
で
す
。

一
般
に
公
用

図
等
で
は
幕

府
や
大
名
家

の
施
設
に
対

し
て
「
御
」
の
敬
称
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
三
つ
の
絵
図

を
比
較
す
る
と
、
伊
藤
本
で
は
、「
山
形
本
丸
」「
御
横

目
衆
御
宿
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
最
上
家
に
対
し
て
敬

称
は
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
秋
元
本
で
は
「
御
本
丸
」

「
御
横
目
衆
御
宿
」
と
あ
り
、
最
上
家
、
幕
府
の
両
方

に
敬
称
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
致
道
館
本
で
は
、「（
記
載

な
し
）」「
横
目
衆
」
と
あ
っ
て
両
方
と
も
敬
称
は
使
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
絵
図
を
写
す
際
に
虫
食
い
で
姓
名
が
分
か
ら

な
か
っ
た
箇
所
が
み
ら
れ
ま
す
。
伊
藤
本
で
は
「
此
所

姓
名
虫
喰
知
れ
ず
」、「
坂
本
虫
喰
し
れ
ず
」
と
二
カ
所

に
虫
食
い
で
文
字
が
読
め
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
秋

元
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
門
間
式
部
」、「
坂
本
名
知
れ
ず
」

と
あ
っ
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
読
め
て
い
ま
し
た
。
一

方
、
致
道
館
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
門
間
式
部
」、「
坂
本

主
殿
」
と
読
め
て
い
ま
す
。
も
し
仮
に
、
三
つ
の
絵
図

が
同
一
の
原
本
を
写
し
て
い
た
な
ら
、
致
道
館
本
、
秋

元
本
、
伊
藤
本
の
順
で
書
き
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
先
に
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
三
つ
の
絵

図
に
は
少
な
か
ら
ぬ
違
い
が
あ
り
、
同
一
の
絵
図
を
写

し
た
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
り
そ
う
で
す
。
山
形
藩

秋
元
家
の
時
代
に
書
写
さ
れ
た
二
つ
の
絵
図
の
系
統
関

係
は
比
較
的
近
い
と
し
て
も
、
庄
内
藩
酒
井
家
に
伝
来

し
た
致
道
館
本
と
の
関
係
は
更
な
る
分
析
が
必
要
と
な

る
で
し
ょ
う
。

（
遊
佐
穂
乃
香
）

「羽陽山形城郭準縄并家中分野」致道博物館蔵　南北111.6cm×東西 85.7cm

「（
仮
）
最
上
山
形
城
図
（
下
図
）」
個
人
蔵

（
秋
元
本
）

　　
秋
元
本
は
一
七
六
七
年
〜
一
八
四
五
年
ま
で
山
形
城

主
を
務
め
た
秋
元
家
家
臣
の
家
に
伝
わ
っ
た
絵
図
で
す
。

絵
図
の
南
西
に
二
つ
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
古
印
体
の
ほ

う
は
「
秋
元
臣
黒
子
蔵
」
と
読
め
ま
す
。
こ
の
絵
図
は

標
題
、
彩
色
が
な
く
、
ラ
フ
な
筆
致
か
ら
「
下
図
」
と

み
ら
れ
ま
す
。、
絵
図
の
天
地
は
「
御
本
丸
」
の
文
字

か
ら
東
を
上
に
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

添
書
き
は
北
を
上
に
し
て
南
東
隅
に
「
此
外
町
家
ト

道
之
内
に
無
足
人
給
人
并
組
屋
敷
等
ア
リ
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。「
町
家
ト
道
之
内
」
が
ど
こ
を
指
す
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
足
人
（
郷
士
あ
る
い
は
切

米
取
）、
給
人
（
知
行
取
）、
組
屋
敷
（
下
級
武
士
の
集

合
住
宅
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
こ
の
絵
図
だ
け

で
す
。

　

本
丸
へ
の
通
路
は
東
に
の
み
「
橋
」
と
あ
り
ま
す
。

土
塁
は
「
土
居
」
の
表
記
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

が
片
仮
名
で「
ト
イ
」、堀
は「
ホ
リ
」と
書
い
て
い
ま
す
。

彩
色
し
な
い
下
図
な
ら
で
は
の
簡

略
化
し
た
表
現
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

侍
名
の
記
載
に
貼
り
紙
で
訂
正

し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
二
ノ
丸

の
「
氏
家
左
近
」
は
「
江
」
と
書

い
た
上
に
紙
を
貼
り
「
家
」
に
改

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
ノ
丸
の

「
北
条
能
登
」
と
「
大
山
内
膳
」

は
貼
り
紙
の
上
に
書
か
れ
て
お
り
、

訂
正
前
は
左
右
逆
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

本
絵
図
に
は
茶
色
の
シ
ミ
が
あ

り
ま
す
。
付
着
し
た
時
期
は
不
明

で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
時

の
絵
図
の
た
た
み
方
が
わ
か
り
ま

す
。

「
羽
陽
山
形
城
郭
準
縄
并
家
中
分
野
」

致
道
博
物
館
蔵

（
致
道
館
本
）

　　

致
道
館
本
の
標
題
は
東
を
上
に
し
て
「
出
羽
守
少
将

最
上
義
光
公
御
代
」「
羽
陽
山
形
城
郭
準
縄
并
家
中
分

野
」
と
あ
り
、
端
裏
に
「
最
上
義
光
時
代
山
形
城
郭
図
」

と
あ
り
ま
す
。
標
題
の
脇
に
は
旧
蔵
を
示
す
「
致
道
館

蔵
書
印
」
が
あ
り
ま
す
。
庄
内
藩
の
藩
校
致
道
館
は
明

治
六
年(

一
八
七
三)

に
廃
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
前
に
書
写
さ
れ
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
標
題
の
下
に
は
お
城
の
規
模
を
示
す
書
き
込
み

が
あ
り
、
本
絵
図
に
は
伊
藤
本
や
秋
元
本
に
な
い
東
西
・

南
北
の
長
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
の
彩
色
は
三
色
で
、
土
塁
は
黒
色
、
水
堀

は
青
色
、
道
路
は
黄
色
で
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

書
誌
情
報
と
し
て
本
紙
・
裏
打
紙
の
料
紙
の
貼
り
合

わ
せ
を
観
察
し
ま
し
た
。
本
紙
は
三
七
．
三×

二
八
．

致道館本　本紙貼り合わせ

致道館本　裏打紙貼り合わせ

「（仮）最上山形城図（下図）」個人蔵　南北101.0cm×東西 89.5cm
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絵
画
的
な
表
現
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

三
の
丸
は
こ
れ
ま
で
の
絵
図
と
違
い
、町
屋
や
足
軽
町
、

小
人
町
が
な
く
な
り
、
大
小
の
侍
屋
敷
で
埋
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
面
積
の
大
き
い
重
臣
屋
敷
は
薄
い
ピ
ン
ク
で
彩
色

さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
社
は
「
光
明
寺
」「
宝
憧
寺
」「
勝
因

寺
」
等
、
主
要
な
も
の
は
三
ノ
丸
内
に
あ
り
ま
す
が
、
多

く
は
三
ノ
丸
外
に
あ
っ
て
城
下
を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
社
は
三
ノ
丸
内
外
を
問
わ
ず
ピ
ン
ク

色
に
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
絵
図
で
特
徴
的
な
の
は
「
法
光
院
（
八
幡
宮
）」、「
諏

訪
明
神
」、「
楯
岡
甲
斐
守
下
屋
敷
」
背
後
の
空
間
に
、木
々

と
赤
焼
け
の
空
が
絵
画
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

河
川
は
三
ノ
丸
の
北
を
流
れ
る
江
川
（
後
の
八
ケ
郷
堰
）

の
み
で
白
川
（
現
在
の
馬
見
ヶ
崎
川
）
は
描
か
れ
て
い
ま

せ
ん
。
彩
色
は
水
堀
と
同
じ
青
（
紺
）
色
で
す
。
城
下
町

外
縁
は
灰
青
色
（
青
を
水
で
薄
め
た
）
で
縁
取
ら
れ
、
縁

辺
に
は
「
ぼ
か
し
」
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
字
情
報
で
は
、ま
ず
本
丸
・
二
ノ
丸
内
の
表
記
に
「
御

本
丸
」「
御
中
舘
」、「
御
蔵
」、「
御
馬
屋
」
と
全
て
に
敬

称
の
「
御
」
が
付
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
家
中

に
よ
る
絵
図
作
成
へ
の
関
与
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

二
の
丸
内
の
東
か
ら
南
に
か
け
て
屋
敷
名
が
空
白
と
な
っ

て
い
ま
す
。
伊
藤
本
等
で
は
こ
こ
に
「
鮭
延
越
前
」「
上

山
兵
部
大
夫
」「
氏
家
左
近
」ら
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
絵
図
で
は
三
ノ
丸
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

三
ノ
丸
の
屋
敷
数
は
五
一
五
あ
り
、寺
院
は
「
光
明
寺
」

「
宝
憧
寺
」「
勝
因
寺
」「
二
王
堂
」「
観
音
」
の
五
カ
寺
、

院
坊
は
「
行
蔵
院
」「
院
主
坊
」「
笹
本
坊
」「
来
呼
坊
」

の
四
カ
所
で
、
総
じ
て
南
部
に
偏
在
し
て
い
ま
す
。

３
「
最
上
家
在
城
諸
家
中
町
割
図
」

山
形
県
立
図
書
館
蔵

（
藤
原
守
春
本
）

　

藤
原
守
春
本
は
江
戸
時
代
後
期
に「
藤
原
守
春
」に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
城
下
絵
図
で
す
。
本
絵
図
で
特
筆
さ
れ
る

の
は
、
山
形
城
外
ま
で
屋
敷
名
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る

点
で
す
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
絵
図
の
中
で
は
藤
原
守
春

本
と
正
保
城
絵
図
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
城
内
外
合

わ
せ
て
一
六
一
五
も
の
屋
敷
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
絵
図
は
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
上
巻
絹
に
は
外
題
と
な

る
題
箋
（「
最
上
家
在
城
諸
家
中
町
割
図
」）
が
貼
ら
れ
て

い
ま
す
。
上
部
に
は
隅
丸
正
方
形
と
楕
円
形
の
二
つ
の
蔵

書
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
「
行
啓
記
念
山
形
県
立

図
書
館
蔵
書
（
篆
書
体
）」、後
者
は
「
山
形
県
立
図
書
館
・

昭
和
四
一
年
八
月
廿
五
日
」
と
あ
り
ま
す
。
行
啓
記
念
山

形
県
立
図
書
館
は
明
治
四
三
年
に
開
館
し
、
翌
年
の
山
形

北
部
大
火
で
蔵
書
一
万
冊
余
り
を
焼
失
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
同
図
書
館
は
昭
和
九
年
に
山
形
県
中
央
図
書
館
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
二
五
年
に
は
山
形
県
立
図
書
館
と
改
称
さ

れ
て
い
ま
す
（『
山
形
県
立
図
書
館
要
覧
』）。
こ
う
い
っ

た
背
景
か
ら
、
本
絵
図
は
戦
前
に
す
で
に
県
立
図
書
館

に
入
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

藤
原
守
春
本
は
、
本
丸
と
二
の
丸
の
形
態
・
屋
敷
割
が

涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
や
伊
藤
本
等
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
絵
図
で
は
二
の
丸
と
本
丸
を
繋
ぐ
城
門
は
東
西

の
二
箇
所
し
か
存
在
せ
ず
、
四
方
に
一
箇
所
ず
つ
城
門
が

あ
る
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
や
伊
藤
本
等
と
は
異
な
っ
て
い
ま

す
。
二
の
丸
は
北
側
に
二
つ
、
そ
れ
以
外
に
は
一
つ
ず
つ

の
合
計
五
箇
所
に
門
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
外
枡
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
二
ノ
丸
を
取
り
囲
む
水
堀
は
南
東
角
が
曲
線

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
や
伊
藤
本
等

と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
本
絵
図
の
特
異
な
点
は
、
二
の

丸
堀
と
三
ノ
丸
の
街
路
と
の
間
に
は
灰
青
色
に
塗
ら
れ
た

空
間
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
本
書
で
取
り
上
げ
る
他

の
絵
図
に
は
な
い
表
現
で
す
。
あ
た
か
も
正
保
城
絵
図
の

三
ノ
丸
に
伊
藤
本
等
で
み
ら
れ
た
本
丸
、
二
ノ
丸
を
は
め

込
ん
で
描
画
し
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　

三
の
丸
に
は
北
側
に
内
枡
形
の
門
が
三
箇
所（
小
橋
口
、

肴
町
口
、下
条
口
）、東
側
に
は
外
枡
形
が
二
箇
所
（
鎬
口
、

十
日
町
口
）、
枡
形
の
な
い
平
入
り
の
門
（
七
日
町
口
、

横
町
口
）
が
二
箇
所
の
計
四
箇
所
、南
側
に
は
外
枡
形
（
八

日
町
口
）
と
内
枡
形
（
稲
荷
口
）
の
門
が
各
一
箇
所
、
西

側
に
は
外
枡
形
の
門
が
二
箇
所
（
小
田
口
、
飯
塚
口
）、

合
計
十
一
箇
所
に
門
が
あ
り
ま
す
。
三
ノ
丸
の
門
の
数
は

正
保
城
絵
図
と
同
様
で
す
が
、
大
手
の
七
日
町
口
を
平
入

で
描
く
な
ど
、
不
自
然
な
点
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
朱
書

さ
れ
た
小
田
口
と
飯
塚
口
の
表
記
が
逆
転
し
て
い
ま
す
。

　

三
の
丸
内
部
の
景
観
で
は
街
路
の
骨
格
が
正
保
城
絵
図

と
類
似
す
る
一
方
で
、
小
田
口
（
飯
塚
口
の
誤
り
）
に
位

置
す
る
「
山
邉
右
衛
門
太
輔
下
屋
敷
」
や
八
日
町
口
の
先

に
あ
る
「
勝
因
寺
」
の
部
分
で
は
正
保
城
絵
図
に
あ
る
街

路
が
屋
敷
地
と
重
な
り
欠
落
し
て
い
ま
す
。
城
下
町
ら
し

い
「
鍵
の
手
」
や
「
食
い
違
い
」
の
道
を
省
略
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

羽
州
街
道
は
こ
れ
ま
で
の
絵
図
と
違
い
、
三
ノ
丸
（
総

構
え
）
の
外
側
に
付
け
替
え
ら
れ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。
街
道
は
上
町
通
り
か
ら
五
日
町
を
東
進
し
、
八
日

町
口
の
前
で
鍵
の
手
と
な
り
、
八
日
町
に
続
き
ま
す
。
こ

こ
で
直
角
に
折
れ
て
北
進
し
、
木
町
、
十
日
町
、
ヨ
コ
町
、

七
日
町
、
ヨ
コ
丁
、
ハ
タ
ゴ
（
旅
籠
）
町
、
六
日
町
、
カ

チ
（
鍛
冶
）
町
、
宮
町
、
銅
町
と
進
ん
で
城
外
へ
抜
け
て

い
き
ま
す
。
五
日
町
と
八
日
町
の
通
り
は
実
際
に
は
八

日
町
口
の
鍵
の
手
を
挟
ん
で
方
向
が
若
干
ず
れ
て
お
り
、

北
に
折
れ
る
十
日
町
通
り
と
の
角
度
は
鈍
角
に
な
っ
て

い
ま
す
。
正
保
城
絵
図
は
こ
れ
を
正
確
に
表
現
し
ま
す

が
、
本
絵
図
で
は
概
念
的
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

街
路
の
線
描
は
比
較
的
丁
寧
に
見
え
ま
す
が
、
屋
敷

割
の
と
こ
ろ
で
は
線
が
交
わ
ら
な
い
、
斜
行
す
る
な
ど

や
や
雑
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。
特
に
羽
州
街
道
沿
い
の

町
屋
部
分
（
朱
線
）
で
は
顕
著
で
す
。

　

彩
色
の
面
で
は
、
本
丸
内
を
赤
で
ベ
タ
塗
り
し
て
い
る

の
が
目
立
ち
ま
す
。
本
丸
・
二
の
丸
の
土
塁
は
黒
と
白
の

二
重
で
表
現
し
ま
す
。
頂
部
が
黒
、
土
羽
斜
面
が
白
と
も

解
釈
で
き
ま
す
が
、
他
の
絵
図
で
は
見
な
い
特
徴
と
言
え

ま
す
。
水
堀
は
青
（
紺
）
色
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
三
の

丸
の
土
塁
は
黒
の
み
な
の
で
、
白
は
本
丸
等
を
強
調
す
る

「最上家在城諸家中町割図」山形県立図書館蔵　南北233 ㎝×東西 184 ㎝

外題

「文齋」

「守春之印」
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「最上家在城諸家中町割図」トレース図
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三ノ丸南部の侍屋敷（上が北）　上級家臣は三ノ丸内に広い屋敷地を
持ち、三ノ丸外に陪臣の下屋敷を配しています。二ノ丸南門や三ノ
丸虎口のような防衛上重要な場所には上級家臣の屋敷がみられます。

足軽屋敷と小人屋敷（上が西）　三ノ丸外の東側には苗字がなく名前
だけの人々と、空欄の屋敷があります。前者は足軽、後者は武家に
奉公する小者らの屋敷とみられます。

画像は「最上家在城諸家中町割図」山形県立図書館蔵より抜粋

本丸・二ノ丸の彩色（上が北）　本丸は真っ赤に塗りつぶされ、土塁
は黒と白、堀は青で塗られています。赤や白の使い方は特異です。
本丸・二ノ丸の彩色（上が北）　本丸は真っ赤に塗りつぶされ、土塁
は黒と白、堀は青で塗られています。赤や白の使い方は特異です。

破り継ぎ（上が西） 切り継ぎ（上が北） 文字の訂正（上が西）

守春本に見られる絵画的表現

←墨

←「喰い裂き」

　

三
ノ
丸
外
の
寺
院
は
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
な
し
、

街
道
や
町
屋
を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺
は
「
専
称
寺
」「
法
祥
寺
」「
龍
門
寺
」
な
ど
三
〇
箇

所
、
院
坊
は
「
高
海
坊
」「
実
相
坊
」
な
ど
二
三
箇
所
、

神
社
は
「
両
所
」「
天
満
宮
」
な
ど
五
箇
所
で
し
た
。

屋
敷
数
は
侍
、
同
下
屋
敷
、
足
軽
、
そ
の
他
あ
わ
せ
て

一
〇
一
六
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
は
寺
社
関
係
の
屋

敷
（
別
当
・
神
主
・
院
居
・
六
供
・
寺
下
屋
敷
）、
医
者
・

学
者
等
（
□
庵
・
□
斎
）、
大
工
、
座
頭
、
六
尺
、
ち

ん
屋
（
狆
屋
か
）
な
ど
が
あ
り
、
都
市
に
住
む
多
様
な

住
民
層
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
侍
姓
の
ベ
ス
ト
一

〇
は
三
ノ
丸
内
外
合
わ
せ
て
、
鈴
木
、
佐
藤
、
高
橋
、

草
苅
、
斎
藤
、
三
浦
、
加
藤
、
荒
井
、
工
藤
、
大
沼
の

順
で
し
た
。
現
代
の
山
形
市
民
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

街
路
に
は
道
路
長
（
間
・
尺
）
と
沿
道
の
屋
敷
数
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
正
保
城
絵
図
で
は
屋
敷
数
は
な
く
、

三
ノ
丸
外
は
道
路
長
の
記
載
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

藤
原
守
春
本
で
は
文
字
の
訂
正
が
一
二
箇
所
あ
り
ま

し
た
（
下
表
）。
書
き
直
し
は
水
消
し
が
主
体
で
、
墨

消
し
や
添
え
書
き
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
城
内
外
の
屋

敷
一
五
三
五
箇
所
の
う
ち
、
同
姓
同
名
が
十
八
組
存
在

し
ま
し
た
。
近
接
す
る
も
の
は
同
一
人
物
が
二
つ
の
屋

敷
を
所
有
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
遠
距
離

に
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
実
態
を
反
映
し
て
い
る

と
は
考
え
に
く
い
所
で
す
。

　

藤
原
守
春
本
は
も
と
も
と
折
紙
で
し
た
。
絵
図
に
は

裏
打
ち
が
あ
り
、
複
数
回
の
修
理
が
確
認
で
き
ま
す
。

料
紙
を
は
が
し
て
貼
り
直
し
た
際
に
生
じ
た
線
や
文
字

の
ず
れ
、
重
な
り
が
あ
り
ま
す
（
下
図
）。
本
紙
の
折

り
目
か
ら
折
紙
段
階
の
た
た
み
方
を
復
元
す
る
と
、
少

な
く
と
も
１
回
は
折
り
方
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
南
北
方
向
中
央
の
折
り
目
で
本
紙
が
裂
け
る

ほ
ど
傷
ん
で
お
り
、
切
れ
た
部
分
は
裏
か
ら
細
長
い
紙

を
あ
て
が
い
表
面
を
補
彩
し
て
い
ま
す
。
も
と
は
南
北

三
本
、
東
西
三
本
の
折
り
目
で
略
正
方
形
に
た
た
ま
れ

て
い
た
も
の
が
、
次
の
段
階
で
は
南
北
三
本
、
東
西
五

本
の
折
り
目
に
た
た
み
直
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
折
り
数

を
増
や
し
て
よ
り
小
さ
く
た
た
ん
だ
格
好
で
す
。
折
り

目
の
傷
み
具
合
か
ら
、
旧
蔵
段
階
で
か
な
り
利
用
さ
れ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。
本
絵
図
の
写
し
が
多
い
こ
と
と
関

係
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

料
紙
の
寸
法
か
ら
軸
装
の
際
に
周
囲
を
若
干
断
ち
落

と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
「
山
形
藩　

藤
原
守
春
写
之
」
の
署
名
と
朱
印
（「
文
斎
」「
守
春
之

印
」）
部
分
は
本
紙
か
ら
一
旦
切
り
取
ら
れ
、
九
〇
度

回
転
し
て
貼
り
直
さ
れ
て
い
ま
す
（
市
村
二
〇
二
〇
）。

さ
ら
に
守
春
の
署
名
の
下
に
は
不
整
形
な
破
り
継
ぎ

（
本
紙
を「
喰
い
裂
き
」し
、裏
か
ら
紙
を
貼
る
）が
あ
り
、

文
字
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
墨
痕
が
確
認
で
き
ま
す
。
詳

し
い
修
理
履
歴
を
知
る
た
め
に
は
裏
面
も
含
め
た
さ
ら

な
る
調
査
が
必
要
で
す
。

（
扇
采
加
・
遊
佐
穂
乃
香
）

訂正後 訂正方法 訂正前

1 笹原九郎右衛門 水消し 不明
2 鈴木又吉 水消し 不明
3 塚沢喜右衛門 水消し 不明
4 戸田仁兵衛 水消し 不明
5 下田重右エ門 水消し 不明
6 安比子掃部 水消し 不明
7 三平理右衛門 水消し 不明
8 鈴木平左衛門 水消し 不明
9 うんせい 水消し 「武田十□郎」

10 小泉金次 水消し 「山田蔵主」
11 斎藤九郎 墨消し 「郎」の字
12 高田の左に「田中」右に「ヒ」 見セ消チ 高田近内

藤原守春本にみる文字の訂正絵図の書誌情報（折り目、料紙の継ぎ目、補修）
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三
の
丸
は
侍
町
で
し
た
。
守
春
本
で
は
「
光
明
寺
」

を
は
じ
め
と
し
て
最
上
家
縁
の
寺
院
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
の
に
対
し
、
正
保
城
絵
図
で
は
南
の
搦
手
付
近
に
あ

る
大
奥
寺
や
仁
王
堂
以
外
に
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
ほ
と

ん
ど
の
寺
社
が
城
外
に
出
さ
れ
た
景
観
を
描
い
て
い
ま

す
。
寺
社
に
は
逐
一
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
州
街
道
は
藤
原
守
春
本
と
同
様
に
城
外
を
通
り
ま

す
。
羽
州
街
道
と
仙
台
街
道
は
「
本
道
」
と
表
記
さ
れ
、

両
者
は
太
い
朱
線
、
三
ノ
丸
大
手
口
か
ら
二
ノ
丸
東
大

手
門
へ
入
る
大
手
道
に
は
中
太
の
朱
線
が
引
か
れ
て
い

ま
す
。
街
道
の
沿
線
に
は
町
屋
が
あ
り
、
そ
の
外
を
囲

む
よ
う
に
足
軽
町
、
寺
社
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
城

外
へ
延
び
る
道
は
「
在
郷
道
」
と
あ
り
、
城
下
と
在
郷

は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
、
大
名
が
住
む
本
丸
を
中
心
に
同
心
円

的
に
身
分
秩
序
が
顕
在
化
さ
れ
た
町
割
り
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
街
道
沿
い
に
町
屋
を

置
い
て
商
工
業
の
発
展
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
の
意
図
も

窺
え
ま
す
。
地
盤
が
軟
弱
な
三
ノ
丸
の
西
側
に
は
屋
敷

地
は
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
。　

　

正
保
城
絵
図
は
彩
色
や
記
載
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い

た
た
め
、
全
国
共
通
の
様
式
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
河

川
・
水
堀
は
青
色
、
土
塁
は
緑
色
、
道
は
黄
色
で
着
色

さ
れ
て
い
ま
す
。
街
路
や
屋
敷
境
の
線
は
定
規
を
使
っ

て
線
引
き
し
て
お
り
、
整
っ
た
直
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
山
や
木
々
に
関
す
る
景
観
描
写
が
豊
か

で
す
。
千
年
山
の
稜
線
、
上
部
斜
面
に
は
松
と
み
ら
れ

る
木
々
が
、
社
寺
の
背
後
に
は
林
が
あ
り
、
針
葉
樹
と

広
葉
樹
等
を
描
き
分
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ま

た
、
畦
の
あ
る
田
と
な
い
畑
で
は
色
合
い
、
明
る
さ
を

変
え
て
い
ま
す
。
城
下
町
の
周
囲
は
黄
色
で
縁
取
り
さ

れ
、
田
畑
も
含
め
外
縁
に
ぼ
か
し
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
藤
原
守
春
本
と
共
通
し
た
手
法
で
す
。

　

文
字
情
報
で
は
大
手
と
搦
手
、
土
手
の
高
さ
等
を
朱

書
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幕
府
の
指
示
通
り
道
路
の
長

さ
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
藤
原
守
春
本
と
単
位
は
同
じ

で
す
が
、
六
〇
間
以
上
は
「
町
」
と
し
て
ま
と
め
て
い

ま
す
。「
□
□
よ
り
、〇
町
〇
間
、□
□
ま
で
」
と
い
っ

た
記
載
で
す
。
一
方
で
藤
原
守
春
本
等
に
あ
っ
た
街
路

へ
の
町
名
や
小
路
名
の
記
載
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

（
髙
橋
香
乃
）

　
正
保
城
絵
図
の
建
物
描
写　

幕
府
は
正
保
城
絵
図
の

作
成
に
あ
た
り
天
守
や
櫓
、
塀
（
瓦
塀
・
板
塀
の
区
別
）

等
、
記
載
す
べ
き
内
容
を
定
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

御
殿
は
項
目
に
な
か
っ
た
せ
い
か
、
描
い
て
い
る
例
は

少
数
で
す
。
山
形
城
本
丸
に
は
入
母
屋
造
り
六
棟
、
寄

棟
造
り
一
棟
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
城

絵
図
で
も
天
守
・
櫓
等
は
す
べ
か
ら
く
絵
画
的
な
表
現

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
共
通
性
は
幕
府
奉
行
か
ら
諸
大

名
家
下
奉
行
に
「
絵
ニ
書
」
く
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
こ

と
を
推
察
さ
せ
ま
す
。

４
「
出
羽
国
最
上
山
形
城
絵
図
」

国
立
公
文
書
館
蔵

（
正
保
城
絵
図
）

　

本
絵
図
は
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）、
幕
府
が
諸
大

名
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た
城
絵
図
で
す
。
正
本
は
江
戸

城
内
に
伝
来
し
ま
し
た
が
、
各
地
に
は
そ
の
控
図
や
下

図
が
残
り
、
そ
の
後
の
絵
図
作
成
の
基
礎
と
な
り
ま
し

た
。
絵
図
に
は
お
城
の
天
守
・
櫓
・
塀
等
の
建
築
物
、
堀
・

土
塁
・
石
垣
等
の
土
木
構
造
物
が
そ
の
規
模
と
と
も
に

詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
が
諸
大
名
を
統
制
す

る
た
め
に
お
城
の
軍
事
情
報
を
細
か
く
報
告
さ
せ
た
も

の
で
、
信
頼
性
の
高
い
史
料
と
い
え
ま
す

　

本
絵
図
に
は
お
城
の
北
側
に
二
本
の
河
川
が
描
か
れ

ま
す
。
現
在
の
馬
見
ヶ
崎
川
と
八
ケ
郷
堰
に
あ
た
り
、

両
河
川
は
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
で
は
「
白
川
」、「
江
川
」

と
表
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
白
川
か
ら
取
水
し
た
二

本
の
水
路
（
御
殿
堰
・
笹
堰
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

流
路
は
そ
れ
ぞ
れ
大
手
口
と
横
町
口
か
ら
三
ノ
丸
に
入

り
、
下
条
口
の
西
（
土
橋
）
と
飯
塚
口
か
ら
水
田
地
帯

へ
抜
け
て
い
ま
す
。

　

城
の
西
側
の
沖
積
地
や
白
川
北
方
の
河
間
低
地
は

「
深
田
」、
東
側
の
扇
央
部
や
扇
側
部
は
「
畑
」
や
「
田
」

と
な
っ
て
お
り
、
水
利
環
境
に
応
じ
た
土
地
利
用
の
様

子
が
垣
間
見
え
ま
す
。
城
の
南
東
部
に
は
千
歳
山
が
描

か
れ
、
高
さ
三
五
間
（
約
六
三
メ
ー
ト
ル
）、
本
丸
ま

で
の
距
離
三
七
町
（
約
四
．〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
丸
・
二
ノ
丸
の
縄
張
り
は
幕
末
ま
で
続
い
た
山
形

城
の
姿
で
す
。
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）、
改
易
に
な
っ

た
最
上
家
に
代
わ
り
に
山
形
に
入
部
し
た
鳥
居
忠
政
が

幕
府
の
資
金
を
も
っ
て
お
城
の
改
築
に
あ
た
り
ま
し
た
。

本
絵
図
で
は
本
丸
の
虎
口
（
出
入
口
）
が
藤
原
守
春
本

と
違
い
、
北
辺
中
央
と
南
東
角
に
あ
り
ま
す
。
前
者
は

内
枡
形
で
す
が
、

後
者
は
堀
内
に
あ

り
な
が
ら
本
丸
か

ら
飛
び
出
す
枡
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

類
例
は
同
じ
頃
に

築
か
れ
た
福
島
県

棚
倉
城
に
み
ら
れ

ま
す
。

　

二
ノ
丸
は
南
東

部
が
直
角
に
折
れ
、

虎
口
の
数
は
一
つ

減
っ
て
四
つ
に
な

り
ま
し
た
。
虎
口

は
内
枡
形
（
北
門

の
み
は
複
合
型
）

で
、
石
垣
、
櫓
門

を
備
え
た
荘
厳
な

作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り
大
規
模
な
改
築
工
事

だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
近
年
の
山
形
城
跡
の
発

掘
調
査
で
は
こ
の
時
に
、
最
上
期
の
本
丸
堀
の
外
側
に

新
た
に
深
い
幅
広
の
堀
を
掘
削
し
、
本
丸
を
拡
張
し
つ

つ
高
く
盛
土
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

本
絵
図
は
本
丸
に
御
殿
と
み
ら
れ
る
木
羽
葺
き
建
物

七
棟
と
「
井
戸
七
」、
二
ノ
丸
に
二
棟
の
瓦
葺
き
建
物

と
「
御
城
米
御
蔵
屋
敷
」
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。

「出羽国最上山形城絵図」国立公文書館蔵　南北305cm×東西 268cm本丸御殿の描写二ノ丸三階櫓の描写
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絵
図
は
国
元
か
ら
提
出
さ
れ
た
下
図
を
も
と
に
絵
師

が
浄
書
す
る
た
め
、
描
写
は
あ
る
程
度
図
式
化
さ
れ
た

も
の
と
み
る
べ
き
で
す
。
そ
の
点
を
含
み
な
が
ら
も
、

少
し
細
か
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
郭
や
門
を
守
る
隅
櫓
や
渡
櫓
は
す
べ
て
瓦
葺
き
で
大

棟
に
は
鯱
瓦
が
の
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
御
殿
は
す

べ
て
木
羽
葺
き
で
す
。
入
母
屋
造
り
の
一
棟
に
は
唐
破

風
の
式
台
（
玄
関
）
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
大
き
な
破

風
に
狐
格
子
の
あ
る
大
書
院
の
よ
う
な
建
物
が
あ
り
ま

す
。
六
棟
の
う
ち
三
棟
は
高
床
建
物
で
壁
に
は
板
戸
が

入
り
、
三
棟
は
非
高
床
建
物
で
真
壁
造
り
風
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
山
形
城
跡
本
丸
の
発
掘
調
査
で
は
最
上
期

に
は
大
量
の
瓦
と
木
羽
板
が
出
土
し
て
お
り
、
両
建
物

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
す
が
、
鳥
居
家
以
降
の
御
殿

に
つ
い
て
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
丸
の
角
に
は
二
層
の
隅
櫓
が
三
棟
あ
り
、
そ
の
間

を
土
塀
で
つ
な
い
で
い
ま
す
。
隅
櫓
の
初
層
に
は
、
北

東
隅
櫓
と
北
西
隅
櫓
が
北
面
、
南
西
隅
櫓
が
西
面
に
千

鳥
破
風
が
あ
り
ま
す
。
土
塀
の
壁
に
は
三
角
形
の
鉄
砲

狭
間
と
長
方
形
の
弓
狭
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
本
丸
は
西
辺
中
央
に
鈍
角
の
折
れ
が
あ
り
ま
す
が
、

土
塁
は
こ
の
地
点
で
一
旦
途
切
れ
て
お
り
、
二
ノ
丸
側

か
ら
小
さ
く
突
出
し
た
土
橋
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
に

は
埋
門
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
橋
が
な
い
の
で
常

時
使
用
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
二
ノ
丸
の
隅
櫓
は
北
西
隅
が
単
層
で
他
は
二
層
で
す
。

西
辺
に
は
三
層
の
櫓
（
三
階
櫓
）
が
あ
り
、
初
層
と
二

層
目
の
屋
根
に
は
千
鳥
破
風
（
二
層
目
の
北
面
は
向
唐

破
風
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
櫓
は
横
矢
の
位
置
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
二
方
向
か
ら
の
眺
望
を
意
識
し
た
と
み
ら

れ
ま
す
。
東
大
手
門
に
面
し
た
南
東
と
北
東
の
隅
櫓
に

も
二
面
に
千
鳥
破
風
（
前
者
の
東
面
は
向
唐
破
風
）
が

の
っ
て
い
ま
す
。
枡
形
門
の
渡
櫓
に
は
武
者
窓
の
表
現

が
あ
り
ま
す
。

　　
扇
状
地
と
山
形
城
の
土
塁
・
堀
　
山
形
城
は
三
重
の

堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
輪
郭
式
の
平
城
で
、
馬
見
ヶ
崎

川
扇
状
地
の
扇
端
部
に
立
地
し
ま
す
。
扇
頂
部
と
扇
端

部
の
平
均
勾
配
は
一
八
／
一
〇
〇
〇
と
急
で
す
。
扇
央

部
を
伏
流
し
た
地
下
水
は
本
丸
・
二
ノ
丸
付
近
で
自
噴

す
る
た
め
、
そ
こ
に
堀
を
掘
っ
て
水
堀
と
し
ま
し
た
。

二
ノ
丸
堀
は
北
門
と
南
門
の
土
橋
で
東
側
に
一
定
の
水

位
を
確
保
し
、
三
ノ
丸
堀
も
十
一
の
門
前
土
橋
に
よ
っ

て
仕
切
り
を
設
け
、
水
位
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
本
丸
の
土
塁
の
高
さ
は
四
方
と
も
二
間
五
尺
、
堀
幅

は
一
二
間
と
一
定
で
す
。
堀
の
深
さ
は
南
と
東
が
深
く

四
間
一
尺
〜
三
尺
、
西
と
北
が
三
間
一
尺
〜
二
尺
と
な

っ
て
い
ま
す
。
水
深
は
東
が
六
尺
と
浅
く
、
南
が
七
尺
、

西
〜
北
が
八
尺
と
深
く
な
り
ま
す
。
本
丸
は
土
橋
が
一

箇
所
し
か
な
い
た
め
、
水
は
全
体
に
行
き
渡
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
時
の
地
表
面
は
東
と
西
で
一
間
程
度

の
高
低
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
二
ノ
丸
の
土
塁
の
高
さ
は
一
間
半
で
根
幅
は
九
間
あ

り
ま
し
た
。
堀
の
深
さ
は
東
側
が
六
間
半
と
他
よ
り
二

間
半
も
深
く
掘
っ
て
い
ま
す
。
標
高
の
高
い
東
側
を
深

く
し
て
水
深
を
確
保
す
る
こ
と
と
、
防
御
の
た
め
で
も

あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
西
側
は
深
さ
三
間
半
で
東
側

と
同
じ
水
深
一
五
尺
を
得
て
い
ま
す
。

　
三
ノ
丸
に
は
一
一
の
門
が
あ
り
、
橋
は
す
べ
て
土
橋

で
す
。
東
側
に
あ
る
七
日
町
口
と
横
町
口
の
二
門
は
内

枡
形
で
石
垣
作
り
と
し
、
二
ノ
門
は
格
式
高
い
櫓
門
と

馬見ヶ崎川扇状地と山形城の位置　
色別標高図（地理院地図）と絵図を合成。絵図は縮尺不同のため地形図と若干ズレがあります。
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藤
原
守
春
本
を
再
考
す
る―

通
説
へ
の
疑
問　

　
藤
原
守
春
本
（
以
下
、
守
春
本
）
に
は
「
最
上
家
山

形
城
の
姿
を
描
い
た
優
品
」
と
い
う
価
値
付
け
を
多
く

の
研
究
者
が
与
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
書
写
年
代
を
知

る
た
め
に
藤
原
守
春
と
い
う
人
物
を
み
て
い
き
ま
す
。

　

守
春
は
幕
府
お
抱
え
の
狩
野
派
の
絵
師
で
す
（
石
川

二
〇
一
九
）。
明
治
の
終
わ
り
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
洋

美
術
大
観
』
第
五
冊
注
１

に
は
「
狩
野
壽
子
系
図
」
を
引

く
形
で
表
絵
師
芝
愛
宕
下
狩
野
家
六
代
目
と
し
て
「
即

譽
守
春
」
の
名
が
登
場
し
ま
す
。
ち
な
み
に
画
人
伝
と

し
て
名
高
い
『
古
画
備
考
』
等
注
２

で
は
「
即
譽
」
と
あ

り
ま
す
が
、「
不
知
名
、文
化
頃
人
（
扶
桑
名
画
傳
三
八
）」

と
さ
れ
、
幕
末
に
は
も
う
名
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
注
３

。
守
春
が
本
絵
図
の
書
写

に
関
わ
っ
た
の
が
寛
政
〜
文
化
頃
と
す
る
と
、
原
本
は

一
八
世
紀
末
以
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
橋
信
敬
氏
は
根
拠
は
明
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
守
春

本
を
書
体
か
ら
秋
元
家
時
代
（
一
七
六
七
〜
一
八
四
五

年
）
の
写
本
と
推
定
し
ま
し
た
（
高
橋
一
九
七
四
）。

　

全
国
に
あ
る
城
絵
図
の
う
ち
、
慶
長
か
ら
元
和
・
寛

永
期
の
縄
張
り
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
一
七
世
紀
半

ば
〜
後
半
に
成
立
し
、
江
戸
で
流
布
し
た
『
主
図
合
結

記
』
や
加
賀
藩
の
軍
学
者
有
沢
永
貞
が
一
七
世
紀
末
〜

一
八
世
紀
初
に
編
纂
し
た
『
諸
国
居
城
図
』
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
初
期
の
城
郭
修
補
願
絵
図
や
正

保
城
絵
図
の
情
報
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
注
４

、
こ
の
系
統
に
属
す
る
絵
図
集
に
は

山
形
城
も
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
注
５

。
城
下
絵

図
は
正
保
城
絵
図
の
図
像
情
報
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り

細
か
い
屋
敷
割
等
を
記
載
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

守
春
本
な
い
し
は
そ
の
原
図
の
成
立
が
十
七
世
紀
前
半

に
遡
る
可
能
性
は
低
く
、
城
の
縄
張
り
や
街
路
は
正
保

城
絵
図
系
統
の
図
像
情
報
を
参
考
に
し
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
江
戸
を
中
心
に
諸
国
大
名
家
等
に
流
布
し

た
の
に
対
し
、
最
上
期
の
山
形
城
絵
図
は
涌
谷
亘
理
家

本
Ⅰ
と
致
道
館
本
が
山
形
領
に
隣
接
す
る
陸
奥
伊
達
家

領
と
庄
内
酒
井
家
領
に
伝
来
し
た
ほ
か
は
す
べ
て
領
内
、

県
内
で
伝
来
し
ま
し
た
。
山
形
で
作
成
さ
れ
、
書
写
さ

れ
た
絵
図
と
い
え
ま
す
。

　

守
春
本
の
図
像
情
報
の
中
で
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
二

ノ
丸
堀
の
周
囲
に
空
閑
地
が
あ
る
こ
と
で
す
。
お
城
の

中
心
部
は
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
や
伊
藤
本
と
同
じ
二
ノ
丸

の
北
辺
に
二
箇
所
の
虎
口
が
あ
る
形
態
を
描
い
て
い
ま

す
が
、
二
ノ
丸
内
の
屋
敷
割
り
が
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
や

伊
藤
本
等
に
比
べ
て
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

ノ
丸
虎
口
と
三
ノ
丸
街
路
と
の
接
続
は
道
路
の
枠
線
を

欠
い
て
い
て
不
自
然
で
す
。
三
ノ
丸
内
に
は
最
上
家
の

重
臣
屋
敷
が
虎
口
を
固
め
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
由
緒

あ
る
有
力
寺
社
が
存
在
し
ま
す
。
一
方
、
江
川
（
八
ケ

郷
用
水
）
の
北
側
に
は
正
保
城
絵
図
に
は
な
い
足
軽
町

の
ブ
ロ
ッ
ク
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
薬
師
堂
の
南
側
は
そ

の
た
め
か
江
川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
よ
う
に
描
か
れ
ま

す
。
正
保
城
絵
図
と
の
比
較
で
は
鍵
の
手
や
食
い
違
い

を
省
略
し
て
直
線
道
や
十
字
路
に
し
て
い
る
所
、
大
き

な
屋
敷
地
で
道
が
途
切
れ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し
た
注
６

。

守
春
本
は
五
日
町
と
八
日
町
通
り
を
八
日
町
口
の
鍵
の

手
を
挟
ん
で
同
方
向
と
し
、
本
町
・
十
日
町
通
り
の
角

を
直
角
と
す
る
な
ど
、
街
路
よ
り
も
屋
敷
割
り
を
重
視

し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

描
画
法
で
は
清
絵
図
で
あ
る
正
保
城
絵
図
は
定
規
で

丁
寧
に
直
線
を
引
く
の
に
対
し
、
守
春
本
は
明
ら
か
に

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
と
み
ら
れ
る
線
が
多
く
、
屋
敷
境
や
町

屋
の
区
画
線
（
朱
書
）
は
雑
な
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

　

文
字
情
報
で
は
、
各
屋
敷
に
侍
、
足
軽
ら
の
名
前
を

丹
念
に
書
き
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
屋
敷
割
図
は
、藩
用
図
と
み
ら
れ
る
慶
安
二
年
（
一

九
五
〇
）
頃
の
「
弘
前
古
御
絵
図
」
や
寛
文
一
三
年
（
一

六
七
三
）
の
「
弘
前
中
惣
屋
敷
絵
図
」（
津
軽
家
文
書
）

が
早
い
例
で
、
正
保
城
絵
図
の
控
図
を
ベ
ー
ス
に
作
成

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
ノ
丸
東
側
の
屋
敷
名

が
空
白
と
な
っ
て
い
る
点
も
意
味
深
で
す
。
伊
藤
本
等

で
こ
こ
に
あ
っ
た
重
臣
屋
敷
が
三
ノ
丸
に
移
転
し
た
の

か
、
三
ノ
丸
虎
口
に
重
臣
を
重
点
的
に
配
し
て
い
る
守

春
本
の
景
観
が
史
料
等
で
裏
付
け
ら
れ
る
の
か
、
今
後

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

守
春
本
に
書
か
れ
た
侍
名
は
伊
藤
本
等
と
共
通
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
口
、
八
日
町
口
、
鍄
口
は
外

枡
形
、
そ
の
他
は
内
枡
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
堀
幅
は

七
間
、
土
塁
の
高
さ
は
二
間
が
標
準
で
す
。

　

堀
の
深
さ
と
水
深
は
地
形
に
応
じ
て
各
所
で
差
が
あ

り
ま
す
。
西
側
の
稲
荷
口
か
ら
下
条
口
に
か
け
て
は
堀

幅
が
や
や
狭
く
、
深
さ
は
三
〜
四
尺
と
浅
め
で
し
た
。

地
際
ま
で
水
が
溜
ま
る
ほ
ど
地
下
水
位
が
高
か
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
一
方
、
北
側
の
肴
町
口
か
ら
小
橋
口
東

に
か
け
て
の
堀
（
18
）
は
曲
線
で
空
堀
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
付
近
は
白
川
（
現
在
の
馬
見
ヶ
崎
川
）
の
支

流
、
江
川
（
八
ケ
郷
堰
）
の
氾
濫
原
で
、
厚
い
砂
礫
層

の
堆
積
が
堀
の
掘
削
を
難
航
さ
せ
、
堀
底
が
湧
水
層
ま

で
達
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
ノ
丸
も
北

堀
（
Ⅰ
）
は
南
堀
（
Ｆ
）
や
西
堀
（
Ｇ
）
と
同
じ
深
さ

を
掘
っ
て
い
ま
す
が
水
深
は
浅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
の
山
形
城
の
古
写
真
（
絵
葉
書
）
に
は
水
を
湛

え
た
二
ノ
丸
堀
の
姿
が
写
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
昭
和

四
〇
年
代
末
〜
五
〇
年
代
に
は
西
堀
に
水
の
な
い
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
井
戸
か
ら
地
下
水
を
汲
み
上

げ
て
水
堀
の
景
観
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

(

髙
橋
香
乃
・
北
野
博
司)

㋐

㋑

㋒

㋓

㋔
㋕

㋖

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼❽

❾

10

11

12

13
14 15 16

17 18

19

20

土手高 根置
間・尺 間・尺

㋐ 東 2･0 5･3
㋑ 東 2･0 5･0
㋒ 南 2･0 9･0
㋓ 西 2･0 6･0
㋔ 北 2･0 5･3
㋕ 北 2･0 5･3
㋖ 東 2･0 5･3

三ノ丸土塁 堀口 深さ 水深
 間  間・尺  尺

A 東 12 4･3 6
B 南 12 4･1 7
C 西 12 3･1 8
D 北 12 3･2 8

本丸堀

堀口 間 深さ 水深
 間  間・尺  尺

E 東 15 6･3 15
F 南 15 4･0 14
G 西 15 4･0 14
H 西 15 3･3 15
I 北 15 4･0 12

二ノ丸堀

堀口 深さ 水深
 間  間・尺  尺

❶ 東 10
❷ 東 7 3･3 9
❸ 東 7 3･0 2.5
❹ 東 7
❺ 南 7 3･4 2
❻ 南 7 3･4 3
❼ 南 10 3･4 5
❽ 南 7 0･4 地形迄
❾ 西 5 0･4 地形迄
❿ 西 6 0･4 地形迄
⓫ 西 6 0･3 地形迄
⓬ 西 6 0･3 地形迄
⓭ 北 7 0･3
⓮ 北 10
⓯ 北 7 0･4 3
⓰ 北 7 1･0 3
⓱ 北 7 1･3 3
⓲ 北 7 空堀
⓳ 東 6 3･0 6
⓴ 東 6 3･5 6

三ノ丸堀

正保城絵図にみる山形城の堀と土塁の高さ

七
日
町
口

横
町
口

十
日
町
口

稲
荷
口

八
日
町
口

飯
塚
口

小
田
口

下
条
口

小
橋
口

肴
町
口

鍄
口

航空写真にみる戦後の山形城
（国土地理院）

昭和 31年昭和 31年

昭和 40年昭和 40年

昭和 55年昭和 55年
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注
９　

こ
れ
ま
で
「
藤
原
守
春
写
之
」
に
よ
っ
て
類
似
の
原
図
の
存
在
を
前

　

提
に
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
創
作
の
可
能
性
を
含
め
、
本
絵
図
制
作

　

の
技
術
や
成
立
の
背
景
を
総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

最
上
期
山
形
城
絵
図
を
研
究
し
て
み
た
い
方
へ

・
秋
葉
正
任
「
致
道
博
物
館
所
蔵
の
最
上
氏
時
代
山
形
城
絵
図
」

　
『
村
山
民
俗
学
会
会
報
』
第
二
五
六
号　

二
〇
一
三
年

・
石
川
藤
男
「
鳥
居
忠
政
・
忠
恒
公
の
業
績
を
探
る
」『
研
究
資
料
集
』

　

第
三
八
号　

山
形
郷
土
史
研
究
協
議
会　

二
〇
一
七
年

・
石
川
藤
男
「
城
絵
図
で
み
る
山
形
城
〜
三
の
丸
は
鳥
居
公
が
構
築

　

〜
」
研
究
資
料
集
』
第
四
〇
号　

山
形
郷
土
史
研
究
協
議
会　

　

二
〇
一
九
年

・
市
村
幸
夫
「
新
出
の
山
形
城
下
絵
図
に
つ
い
て
」『
歴
史
館
だ
よ
り
』

　

№
一
四　

山
形
県
文
化
振
興
事
業
団
最
上
義
光
歴
史
館　

二
〇

　

〇
七
年

・
市
村
幸
夫
「
慶
長
期
の
山
形
城
下
絵
図
」『
山
形
市
文
化
振
興
事

　

業
団
紀
要
』
第
一
二
号　

二
〇
一
〇
年

・
市
村
幸
夫
「
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
の
山
形
城
下
絵
図
」『
村
山
民

　

俗
学
会
会
報
』
第
二
六
三
号　

二
〇
一
三
年

・
市
村
幸
夫
「
山
形
城
下
絵
図
『
藤
原
守
春
本
』
の
謎
」『
雑
草
の
唄
』

　

第
二
八
号　

二
〇
二
〇
年

・
伊
藤
清
郎
『
最
上
義
光
』
日
本
歴
史
学
会
編　

吉
川
弘
文
館　

二

　

〇
一
六
年　

・
小
形
利
吉
「
鳥
居
忠
政
の
山
形
城
防
備
強
化
と
三
の
丸
構
築
」『
研

　

究
資
料
集
』
第
一
七
号　

山
形
郷
土
史
研
究
協
議
会　

二
〇
〇
五
年

・
工
藤
定
雄
「
江
戸
時
代
の
市
街
図
」『
山
形
市
史
』
別
巻
二
（
生

　

活
文
化
編
）
山
形
市　

一
九
七
六
年

・
財
団
法
人
最
上
義
光
歴
史
館
編
『
図
録
山
形
県
城
郭
古
絵
図
展
』

　

一
九
九
一
年

・
齋
藤
仁
「
最
上
氏
時
代
山
形
城
絵
図
の
再
検
討
」『
最
上
氏
と
出

　

羽
の
歴
史
』
高
志
書
院　

二
〇
一
四
年

・
齋
藤
仁
「
最
上
氏
時
代
山
形
城
絵
図
に
関
す
る
一
試
論―

「
さ
ん

　

せ
い
」「
西
仙
」
と
父
子
間
権
力
構
造
に
つ
い
て―

」『
山
形
史

　

学
研
究
』
第
四
三
・
四
四
合
併
号　

山
形
史
学
研
究
会　

二
〇

　

一
四
年
（
竹
井
英
文
編
『
最
上
義
光
』
シ
リ
ー
ズ
織
豊
大
名
の

　

研
究
六　

戎
光
祥
出
版
所
収
）

・
齋
藤
仁
「
山
形
城
絵
図
『
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
』
の
検
討
に
関
す
る

　

ノ
ー
ト
」『
山
形
県
地
域
史
研
究
』
第
四
五
号　

山
形
県
地
域
史

　

研
究
協
議
会　

二
〇
二
〇
年

・
高
橋
信
敬
『
最
上
時
代
山
形
城
下
絵
図
』
誌
趣
会　

一
九
七
四
年

・
武
田
喜
八
郎
「
藤
原
守
春
本
と
新
出
の
『
山
形
城
内
絵
図
』
の
問

　

題
点
に
つ
い
て
」『
山
形
市
文
化
振
興
事
業
団
紀
要
』
第
一
四
号

　

二
〇
一
三
年

・
横
山
昭
男
「
近
世
都
市
山
形
の
成
立
と
最
上
義
光―

山
形
城
大
拡

　

張
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て―

」『
研
究
資
料
集
』
第
二
〇
号　

山
形

　

県
郷
土
史
研
究
協
議
会　

一
九
九
八
年
（
竹
井
英
文
編
『
最
上

　

義
光
』
シ
リ
ー
ズ
織
豊
大
名
の
研
究
六　

戎
光
祥
出
版
所
収
）

謝
辞

　

本
研
究
に
あ
た
り
下
記
の
機
関
、
個
人
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
宮
城
県
図
書
館
、

山
形
県
立
図
書
館
、
公
益
財
団
法
人
致
道
博
物
館
、
市
村
幸

夫
、
伊
藤
誠
一
、
黒
子
順
一
、
杉
山
恵
助
、
土
屋
威
夫
、
野

口
一
雄
。
市
村
幸
夫
氏
か
ら
は
研
究
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
絵
図
調
査
に
あ
た
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

　

本
書
は
東
北
芸
術
工
科
大
学
歴
史
遺
産
学
科
の
学
生
有
志

が
二
〇
二
二
年
度
に
取
り
組
ん
だ
「
最
上
期
山
形
城
絵
図
再

考
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　

　

北
野
博
司
（
歴
史
遺
産
学
科
教
授
）、芦
野
七
海
、加
藤
彩
花
、

髙
橋
芽
生
、
土
井
愛
夕
美
（
四
年
）、
髙
橋
香
乃
（
三
年
）、

遊
佐
穂
乃
香
、
扇
采
加
（
一
年
）。
表
紙
：
石
川
楓
（
三
年
）。

学
年
は
二
〇
二
二
年
度
。

も
の
も
多
く
、
最
上
家
の
分
限
帳
を
情
報
ソ
ー
ス
に
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
屋
敷
数
は
三
ノ
丸
内
で
五
一
五

（
寺
社
等
含
む
）、
全
体
で
は
一
六
一
五
に
の
ぼ
り
ま
す
。

伊
藤
本
の
総
構
え
内
の
屋
敷
数
は
約
四
四
〇
で
し
た
。

義
光
の
旗
本
（
直
臣
）
は
四
八
〇
名
ほ
ど
と
い
わ
れ
ま

す
。
今
後
各
種
分
限
帳
と
の
対
比
を
行
い
文
字
情
報
の

出
典
等
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

結
論
と
し
て
、
こ
こ
で
は
守
春
本
（
の
原
図
）
は
正

保
城
絵
図
系
の
街
路
図
に
最
上
期
の
本
丸
・
二
ノ
丸
等

の
景
観
を
合
成
し
、
分
限
帳
等
の
文
字
情
報
と
史
料
、

伝
承
を
考
証
し
て
作
成
し
た
編
纂
絵
図
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
注
７

を
提
示
し
ま
す
注
８

。

　

城
内
三
ノ
丸
（
総
構
え
）
を
通
っ
て
い
た
街
道
を
こ

の
頃
に
城
外
に
移
転
し
た
例
は
奥
州
二
本
松
城
や
羽
州

上
山
城
の
例
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
二
本
松
城
は
丹
羽
長

重
が
入
部
し
た
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
年
）
以
後
、

上
山
城
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
入
部
し
た
能
見

松
平
氏
に
よ
っ
て
寛
永
年
間
に
付
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
最
上
家
改
易
後
に
入
部
し
た
戸
沢
氏
が
整
備
し

た
新
庄
城
も
三
ノ
丸
の
外
に
羽
州
街
道
を
通
し
て
い
ま

す
。
山
形
城
で
羽
州
街
道
が
三
ノ
丸
の
東
側
に
付
け
替

え
ら
れ
、
大
規
模
な
町
割
り
変
更
が
行
わ
れ
た
の
は
鳥

居
家
入
部
後
と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
将
軍
家
画
工
、
狩
野
守
春
が
本
図
の
書
写
に

あ
た
り
手
が
け
た
範
囲
は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か
。
守

春
本
に
は
屋
敷
の
空
白
を
埋
め
る
よ
う
な
形
で
樹
林
と

赤
焼
け
の
空
を
描
い
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
城
下
町

を
縁
取
る
彩
色
の
ぼ
か
し
も
含
め
、
表
絵
師
と
し
て
の

出
自
を
窺
わ
せ
る
表
現
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

比
し
て
一
部
の
雑
な
線
描
や
侍
名
の
書
き
入
れ
は
は
た

し
て
守
春
の
手
に
よ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
山
形
藩
藤
原
守
春
写
之
」
の
署
名
と
印
は
、
北
を

上
に
し
て
軸
装
す
る
際
に
、
本
紙
を
切
り
取
り
九
〇
度

回
転
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
（
市
村
二
〇
二
〇
）。
署
名

は
も
と
も
と
西
を
上
に
描
か
れ
て
い
ま
し
た
（「
御
本

丸
」
の
書
き
込
み
は
東
が
上
）。
そ
の
脇
に
は
本
紙
が

破
ら
れ
た
跡
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
墨
痕
が
あ
っ
て
も
う

一
つ
添
書
き
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
本
絵
図
は
「
山
形
藩
藤
原
守
春
」
の
署
名

と
他
に
は
な
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
仕
上
が
り
に
よ
っ
て
特

別
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
守
春
本
は
同
時
代
の
公
用
図
で
は
な
く
、
後
世

の
編
纂
図
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
仮
説
の
当

否
は
今
後
の
検
証
に
委
ね
ま
す
が
、
守
春
本
の
史
料
的

価
値
に
異
議
を
と
な
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

守
春
本
な
い
し
は
そ
の
原
図
注
９

の
成
立
年
代
は
、
減

封
や
幕
領
期
を
経
て
荒
廃
し
つ
つ
あ
っ
た
山
形
城
の
再

興
に
尽
く
し
た
秋
元
家
の
時
代
、
十
八
世
紀
末
〜
十
九

世
紀
初
頭
頃
と
推
察
し
て
お
き
ま
す
。
か
つ
て
繁
栄
を

誇
っ
た
「
大
山
形
城
」
を
思
慕
す
る
の
は
太
平
の
世
な

ら
で
は
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
北
野
博
司
）

注
１　

審
美
書
院
編
『
東
洋
美
術
大
観
』
第
五
冊　

一
九
〇
九
年　

国
立
国

　

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

注
２　

朝
岡
興
禎
『
古
画
備
考
五
〇
巻
』
小
川
実
増
補
稿
本　

国
立
国
会
図

　

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

朝
岡
興
禎
『
増
訂
古
画
備
考
』
三
九　

　

太
田
謹
補　

思
文
閣
出
版　

一
九
〇
四
年
、
堀
直
格
『
扶
桑
名
画
傳
』
一

　

八
九
九
年
（
名
著
普
及
会
復
刻
版　

一
九
七
九
年
）

注
３　

狩
野
家
の
墓
所
「
池
上
本
門
寺
」
芝
愛
宕
下
狩
野
家
の
墓
地
に
は
五

　

代
目
探
円
守
胤
（
寛
政
一
二
年
没
）
と
七
代
目
探
玄
守
明
（
天
保
五
年
没
）、

　

そ
の
間
に
「
即
養
（
文
化
二
年
没
）」
の
墓
標
が
あ
り
ま
す
。「
譽
」
と
「
養
」

　

は
音
が
似
て
お
り
守
春
墓
の
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
南
之
院
過
去
帳
は

　

す
で
に
焼
失
し
て
お
り
現
状
で
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
。
系
図
で
号
が
確
認

　

で
き
な
い
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
江
戸
を
離
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

注
４　

神
山
仁
「
江
戸
時
代
初
期
の
城
郭
絵
図―

正
保
城
絵
図
と
城
郭
修
理

　

願
絵
図
の
成
立
に
つ
い
て
」『
城
郭
史
研
究
』
第
一
七
号　

城
郭
史
学
会

　

一
九
九
七
年
、
木
越
隆
三
「
元
和
〜
寛
文
期
の
金
沢
城
修
築
に
つ
い
て
」

　
『
金
沢
城
研
究
』
創
刊
号　

金
沢
城
研
究
調
査
室　

二
〇
〇
三
年

注
５　
「
出
羽
国
山
形
」『
主
図
合
結
記
』
蓬
左
文
庫
蔵
、「
羽
州
山
形
」『
諸

　

国
居
城
図
』
尊
経
閣
文
庫
蔵
、「
出
羽
山
形
」『
諸
国
当
城
之
図
』
広
島
市

　

中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
蔵
、「
羽
州
山
形
城
図
」『
極
秘
諸
国
城
図
』
松
江

　

歴
史
館
蔵
、「
羽
州
山
形
城
図
」『
日
本
分
国
絵
図
』
国
立
公
文
書
館
蔵
、「
出

　

羽
国
山
形
城
図
」「
羽
州
山
形
城
之
図
」『
日
本
古
城
絵
図
』
国
立
国
会
図

　

書
館
蔵
、「
羽
州
山
形
」『
扶
桑
城
図
記
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
池
田
家

　

文
庫
「
羽
州
山
形
」
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
な
ど

注
６　

例
え
ば
、前
者
は
梵
行
寺
（
千
寿
院
）
前
の
折
れ
、横
町
口
か
ら
入
っ

　

た
最
初
の
辻
。
後
者
は
勝
因
寺
境
内
や
山
邊
右
衛
門
大
輔
屋
敷
。

注
７　

石
川
藤
男
氏
は
三
ノ
丸
の
土
塁
や
堀
等
が
鳥
居
家
以
降
に
作
ら
れ
た

　

と
考
え
る
こ
と
を
根
拠
に
「
現
在
の
と
こ
ろ
『
最
上
時
代
の
絵
図
』
は
存

　

在
し
な
い
。
鳥
居
以
後
の
絵
図
に
『
最
上
時
代
』
を
描
い
て
い
る
」
と
結

　

論
付
け
ま
し
た
（
石
川
二
〇
一
九
）。
し
か
し
、
天
正
か
ら
文
禄
、
慶
長

　

期
に
か
け
て
総
構
え
を
構
築
す
る
城
下
町
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
居

　

時
代
に
も
三
ノ
丸
虎
口
や
土
塁
等
を
整
備
し
た
こ
と
は
確
実
と
み
ら
れ
ま

　

す
が
、
涌
谷
亘
理
家
本
Ⅰ
等
が
描
く
よ
う
な
総
構
え
が
最
上
期
に
あ
っ
た

　

可
能
性
は
高
い
と
考
え
ま
す
。

注
８　

異
な
る
年
代
の
情
報
を
合
成
す
る
例
と
し
て
、
一
七
世
紀
末
に
成
立

　

し
た
有
沢
永
貞
『
諸
国
居
城
図
』
の
「
慶
長
期
金
沢
城
図
」
を
あ
げ
て
お

　

き
ま
す
。
こ
こ
で
は
寛
永
八
年
以
降
の
縄
張
り
に
慶
長
期
の
重
臣
名
を
合

　

成
し
て
い
ま
す
。

最
上
期
山
形
城
絵
図
の
世
界

　
　
　
　
　

二
〇
二
三
年
五
月
二
〇
日　

発
行

編　

集　
　

最
上
期
山
形
城
絵
図
再
考
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
行
者　
　

東
北
芸
術
工
科
大
学
歴
史
遺
産
学
科

住　

所　
　

９
９
０―

９
５
３
０

　
　
　
　
　

山
形
市
上
桜
田
三
丁
目
４―

５

　
　
　
　
　

０
２
３―

６
２
７―

２
０
０
０

翻刻作業翻刻作業入力作業入力作業

翻刻作業翻刻作業 絵図の調査絵図の調査
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